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内容
バイアルサンプラのインジェクタプログラムを使用した標準溶液調製の自動化が可能かどうかを手
作業による希釈との相対誤差により確認しました。

分析試料
ナフタレン（関東化学:特級）をアセトニトリルに溶解し、5000 μg/mLの溶液を調製しました。
この溶液を原液として、オートサンプラによる自動希釈および手作業による希釈で0.005、0.025、
0.05、0.25、0.5、5、25、50、250、500 μg/mLのナフタレン標準溶液を調製しました。
このうち、0.005-25 μg/mLのナフタレン標準溶液を測定に供し、測定はいずれも希釈操作を含めて
n=3で実施しました。

分析条件

HPLC method
カラム : Agilent ZORBAX Eclipse Plus C18 3.0×150mm, 3.5µm (P.N.959963-302)

カラム温度 : 40℃
移動相 : 超純水 / アセトニトリル = 30 / 70 (vol%)

流量 : 0.5 mL/min
注入量 : 5 µL
検出波⾧ : 275nm、バンド幅4 nm

System : Agilent 1260 Infinity II (高感度セルを使用)

図1 自動希釈のシーケンス

バイアルポジション:P1-A2に希釈溶媒、P1-A3に原液をセットし、P1-B1～P1-B11に空のバイアル
をセットする。
シーケンス開始後に自動希釈が行われ、順次希釈された溶液が空のバイアル内に調製されていく。
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表1 希釈フロー
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結果

図2 クロマトグラム (低濃度一例)

ナフタレンの自動希釈では1,000,000倍希釈まで手作業による希釈との良好な一致が確認
できました。
希釈作業の自動化により、以下の効果が期待できます。
 作業者の拘束時間の低減
 実験者間の誤差の回避
 テレワークなど遠隔地から測定可能

0.005 μg/mL

0.025 μg/mL
S/N = 146
面積 : 3.267

S/N = 29.0
面積 : 0.651

S/N = 151
面積 : 3.260

S/N = 28.6
面積 : 0.662

手作業による希釈自動希釈

調製濃度
(μg/mL)

面積
(自動希釈)

面積
(手作業)

相対誤差
(%)

0.005 0.6318 0.6464 2.26

0.025 3.104 3.261 4.82

0.05 6.103 6.405 4.71

0.25 30.52 31.97 4.53

0.5 61.69 63.80 3.31

2.5 307.8 318.8 3.46

5 631.8 638.5 1.06

25 3105 3160 1.73

相対誤差 (%) = |(自動希釈の面積) – (手作業による希釈の面積)| / (手作業による希釈の面積) ×100

各希釈方法での面積の平均値の相対誤差は全ての
濃度において5%未満で、良好な一致が確認でき
ました。

表2 ピーク面積の比較と相対誤差

図3 検量線 (上:自動希釈、下:手作業による希釈)

重み付け:1/x

重み付け:1/x

調製方法 検量線の近似式 決定係数 (R2)

自動 y=124.4259*x-0.0137 0.99998

手作業 y=126.7112*x+0.0423 0.99999

表3 検量のパラメータ比較

金陵電機株式会社分析営業部テクニカルソリューション課
〒532-0033 大阪市淀川区新高3-3-11 TEL 06-6394-1163 FAX 06-6394-5250


